
　化学総連に集う単組・組
合員の皆様、明けましておめ
でとうございます。
　ご家族ともども新しい年を
お迎えのことと、心からお慶
び申し上げます。
　また、日頃から化学総連
の活動に対し、ご理解とご
支援をいただきありがとうご
ざいます。

　新たな局面を生み出していく年と言われた昨年（巳年）
を振り返ってみますと、厳冬や41℃の記録的な猛暑、相
次ぐ台風による災害など厳しい気象状況の一年でした。
また、経済面では、政権交代以降、「経済再生とデフレ
脱却」へ向けた大胆な金融緩和や積極的な財政支出の
実施（アベノミクス）に加えて、2020 年の東京オリンピック・
パラリンピック開催も決まり、経済指標に具体的な改善が
見られるなど、景気の好循環に向けた明るさが見え始めま
した。また、化学総連においても外部組織との関わりに
ついて目的を再確認し、ゼロベースで議論を始めたところ
です。日本も化学総連もまさに新たな局面に向けて課題を
掘り起こした一年ではなかったかと思います。
　本年は、少子高齢化や人口減少社会が進む日本におい
て、新興国の成長を取り込み日本が発展していくための成
長戦略である経済連携や規制緩和の実施の正念場を迎え
ています。また、1000 兆円もの借金となった財政の再建
や毎年１兆円ずつ増加する医療、介護、年金等の社会保
障制度の立て直しも喫緊の課題であり、４月に実施される
消費税引き上げの影響も含めて、税と社会保障の総合的
な対策が求められる一年になるのではないでしょうか。
　化学総連は、発足から35 年が経過し、当初と比べて
化学企業のおかれている事業環境が大きく変わっていま
す。化学産業は、日本の産業の中でも積極的にグローバ
ルな事業展開を図らざるを得ない産業であり、こうしたな
か化学総連としても産別のあり方について、今まで通りで
良いのか、議論を深めていく時期に来ているものと考えま
す。ここで思い出したのが「道後温泉」です。夏目漱石も

絶賛した立派な本館が完成したのは、今から120 年前の
1894 年だったそうですが、この歴史の中に「100 年後の今
を考えて町づくりを推進した町長」がいたということです。
　この少し前、老朽化した建物を建て替えるかどうかをめ
ぐり、本館の建築推進派と反対派の間で大騒ぎになりま
した。反対の理由としては、今のお金に換算すると13 億
円以上かかることから「町の財政が傾きかねない無謀な投
資だ」と非難されたり、「建て替えによる入湯料の値上げ」、
あるいは「湯釜の交換で神罰が下る」など様々だったよう
です。最後に反対派の心を動かしたのは、当時の道後湯
之町町長の伊佐庭 如矢（いさにわゆきや）氏の次のよう
な説得だったそうです。「道後温泉は、今のままでも10 年、
20 年は栄えるだろう。しかし、今後もっと鉄道や航路が
発達したら将来の状況は変わる。そうした中で100 年後
に道後温泉が同じように栄えている保証はない。100 年経
っても真似ができないものを造ってこそ意味がある。将来
の道後温泉のために協力して欲しい」
　120 年後の今日、伊佐庭町長の志が現在の道後温泉の
魅力をつくったことは明らかだと思います。
　化学総連が次の時代に向かって歩を進めるにあたり、
未来から発想して現在を考え議論をしていく必要があると
考えます。そして、化学総連の他産別にはない固有の活
動スタンスをしっかりと文化としてつなげ、そしてそれらの
力がチーム･ケミストリーを発揮することで組織としてのプ
ラスαの成果を生み出していく一年にしていかなければな
らないと考えます。
　本年は“午

うま

年”です。「午」とは「忤」（「つきあたる」
「さからう」の意味）で、草木の成長が極限を過ぎ、衰え
の兆しを見せ始めた状態を表していると言われています。
こういう時期だからこそ、巳年に起こした新たなアクション
を具体実践して、将来へ繋げていく一年としなければなり
ませんね。
　『絆で結ぶ人と化学　次代を創る化学総連』のスローガ
ンの下に私たちは、基本姿勢をしっかりと継承しつつ、新
たな時代に合わせた工夫を凝らし、積極的に諸活動に取
り組んでいきます。加盟組織のご理解とご協力をお願いし
て、新年のあいさつとさせていただきます。
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　2006年、EUの化学品規則であるREACHへの対応に端を発し、化学総連産業対策委員会とJEC連合化学部会な
らびにJEC総研による連携組織として化学・産業政策委員会の活動がはじまりました。本年度、更なる連携強化
を図り、必要な産業政策活動を協働して取り組むために、リニューアルスタートをしたところです。
　今後、産業政策活動を進めるにあたって、現在の日本の化学産業をめぐる政策課題を的確に認識する為にも、
化学産業の先進国であるドイツを2013年11月17日～23日にかけて訪問し、日本の化学産業の現状を伝えるととも
に、ドイツの現状を見聞してまいりました。

参加者
　化学総連　　　　　　　　　　　　　 ＪＥＣ連合
１．住友化学労働組合　岡嶋　　謙　 ８．富士フィルム労働組合　浅房　勝也
２．昭和電工ユニオン　甲斐　英昭　 ９． 三菱ガス化学労働組合　神田　重則
３．ダイセル労働組合　長野　慎哉　 10．ＡＤＥＫＡ労働組合　　笠井　隆史
４．積水化学労働組合　本間　克巳　 11．東ソー労働組合　　　　藤井　大輔
５．信越化学労働組合　峯岸　　一　 12．ＪＥＣ総研　　　　　　山本　喜久治
６．化学総連　　　　　山本　幸平
７．化学総連　　　　　木村　和仁

　訪問先：BASF（ルートヴィヒスファーフェン）、EVONIK（ハーナウ）、昭和電工ヨーロッパ（ミュンヘン）

　今回のドイツ視察にあたり、化学・産業政策委員会から以下３つのテーマを提起し、ご紹介いただきました。ま
た日本からは現在の化学産業の諸課題と、労働組合の安全の取り組みについて紹介し、活発な意見交換が行われま
した。

１．ライン河を活用した化学品輸送に関する現状と安全管理について
　水路による輸送は、おおよそ４割。残る６割は、道路と鉄道で２分しています。水路における輸送の最大のメリ
ットは、その輸送量にあります。工場近くの水域では、川幅や水深の関係から小型船での搬送を行い、下流に近づ
くにつれ、小型船を連結して最大で６隻連結しての輸送を図っています。ただし、化学品搬送時の事故が環境へ与
える影響が多大であることから、これら搬送船の管理が重要です。
　また、水路による大量輸送は、陸路での搬送と比較し、犯罪等に巻き込まれる可能性が低いことから、時間とコ
ストで比較をしてもメリットがあります。
　いずれにしても、欧州における化学品輸送管理は、大量に輸送できるメリットと大量ゆえに事故の際の影響が大
きいことから、非常に多くの人員を配し、評価・チェック・監督を実施し続けています。

２．欧州における化学品管理の現状と日本における化学品管理への対応
　2007 年、欧州における化学品管理規則であるREACHが施行されました。当初から、2018 年を目標に、適正な
規制となるよう改定が進められています。企業とのすりあわせの中で、より関係者に分かりやすい内容となるよう
努めています。
　そのような中、日本における化学品管理規定である化審法は、ドイツ企業からも高く評価されています。

３．労働安全衛生の取り組みについて
　レスポンシブルケアマネジメントシステムの一部として、労働安全衛生管理が進められています。「企業は従業員
に安全な職場を供給する義務がある」という強い理念を持ち、事業場内だけでなく関係会社の物流や従業員の通勤
における安全にまで、責任を持った取り組みを行っています。 また化学品のリスク評価ならびに暴露評価を重視す
るとともに、従業員に対し、アドバイスを与え、国内ならびにEUの法律を教育し、危険物質に対してコンサルテ
ィングを続けています。

以下は化学・産業政策委員会からの報告資料です。
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